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令
和
元
年
度
は
、「
議
会

の
あ
り
方
調
査
特
別
委
員

会
」
を
始
め
各
特
別
委
員
会

の
活
動
を
テ
ー
マ
に
議
会
報

告
会
を
開
催
し
た
。
参
加
者

と
の
活
発
な
意
見
交
換
が
行
わ

れ
た
。

　

令
和
２
年
度
は
、
開
催
予
定

の
10
月
に
な
っ
て
も
新
型
コ
ロ

ナ
感
染
症
の
収
束
が
見
通
せ
ず

市
内
で
も
感
染
者
が
発
生
し
た

た
め
に
、
議
会
報
告
会
を
中
止

と
し
た
。

　

今
後
の
議
会
報
告
会
は
、

地
区
別
の
開
催
に
加
え
、
若

い
世
代
の
参
加
率
の
向
上
を

目
指
し
テ
ー
マ
や
対
象
者
を

よ
り
絞
っ
た
各
種
団
体
と
の

意
見
交
換
会
も
必
要
と
考
え

る
。

　

後
期
高
齢
者
支
援
金
の
急
増

が
見
込
ま
れ
る
中
、
若
い
世
代

は
貯
蓄
も
少
な
く
、
教
育
費
な

ど
ほ
か
の
支
出
の
負
担
も
大
き

い
。
負
担
能
力
の
あ
る
人
に
可

能
な
範
囲
で
負
担
し
て
も
ら
い
、

若
い
世
代
の
保
険
料
負
担
の
上

昇
を
少
し
で
も
減
ら
し
て
い
く

こ
と
こ
そ
、
今
、
最
も
重
要
な

課
題
で
あ
る
。

　

75
歳
以
上
の
高
齢
者
は
最
も

病
気
に
か
か
り
や
す
く
、
治
療

に
も
時
間
が
か
か
る
。
原
則
１

割
負
担
の
下
で
も
年
間
約
８
万

円
の
窓
口
負
担
を
し
て
い
る
。

年
収
に
対
す
る
割
合
で
は
、
若

い
世
代
の
２
～
６
倍
の
負
担
を

し
て
い
る
。
年
金
生
活
者
・
高

齢
者
い
じ
め
の
制
度
改
定
は
、

や
め
る
べ
き
で
あ
る
。

　

昨
年
12
月
の
与
党
合
意
を
踏

ま
え
、
政
府
は
年
収
２
０
０
万

円
以
上
の
高
齢
者
を
対
象
に　

75
歳
以
上
の
高
齢
者
の
医
療
費

窓
口
負
担
を
現
在
の
１
割
か
ら

２
割
に
す
る
と
し
て
い
る
。

　

令
和
３
年
開
会
の
国
会
に
関

連
法
案
が
提
出
さ
れ
て
い
る
。

実
施
は
令
和
４
年
10
月
以
降
の

見
通
し
と
し
て
い
る
。

　

窓
口
負
担
が
２
倍
に
な
り
、

高
齢
者
の
受
診
抑
制
を
促
す
危

険
の
あ
る
75
歳
以
上
の
高
齢
者

窓
口
負
担
の
２
割
化
に
つ
い
て

は
中
止
す
る
こ
と
を
強
く
求
め

る
。

　
「
議
会
報
告
会
運
営
調
査
特
別
委
員
会
」
は
、
次
の
よ
う
に
調

査
結
果
を
議
長
に
報
告
し
ま
し
た
。

　

２
月
定
例
議
会
で
は
、
１
件
の
議
員
発
議
に
よ
り
、
意
見
書
が

提
出
さ
れ
ま
し
た
。
審
議
の
結
果
、
賛
成
多
数
で
可
決
し
、
意
見

書
を
関
係
機
関
に
提
出
し
ま
し
た
。（
要
約
し
て
掲
載
）

75
歳
以
上
の
窓
口
負
担

　
　
　
　

２
割
化
中
止
を
求
め
る

主
な
内
容

１　８０００ベクレル以下の汚染廃棄物処理について
　市は、平成 28 年５月から汚染牧草の減容化の実証実験
で製造した堆肥を施した土壌の分析などの環境調査を行っ
てきた結果、汚染牧草は堆肥化による処理を行い、市営牧
場や民間牧草地へ土壌還元し、安全に有効活用を図ってい
く。また、堆肥化処理施設の建設候補地を「市営上田山牧
野」とする市の方針が示されたが、周辺住民から根強い反
対があり、候補地の決定に至っていない。
　特別委員会は、今後も継続して調査が必要である。

２　指定廃棄物の最終処分などについて
　特別委員会は、８０００ベクレルを超える汚染稲わらな
どの指定廃棄物は、国および東京電力が責任を持って対処
すべきと訴えてきた。しかし、議論は膠着状態となってお
り、当初、２年間の約束であったが、市内５か所で県が保
管する状態が続き、８年が経過した。
　令和２年７月 15 日、現地調査を実施し、８月 11 日、「汚
染稲わら保管施設の排水対策を求める要望書」を県知事宛
てに提出した。11 月 20 日、県の排水対策が完了したこと
を確認した。
　特別委員会は、今後も継続して調査が必要である。

三
浦
　
善
浩 

議
員

反
対

小
野
　
久
一 

議
員

賛
成

　　議員氏名

件　　名　　　

議
決
結
果

採　　　決　　　結　　　果
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庄
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澤
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佐
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昭

佐
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範
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幸

高
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勝
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髙
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義
雄

五
十
嵐
　
勇

石
川
　
正
運

高
橋
　
　
渉

三
塚
　
　
東

沼
倉
　
　
猛

髙
橋
　
　
将

佐
藤
　
　
悟

三
浦
　
善
浩

菅
原
　
勇
喜

佐
藤
　
文
男

相
馬
　
勝
義

濁
沼
　
一
孝

佐
藤
　
　
勇

佐
々
木
嘉
郎

阿
部
　
貞
光

佐
藤
　
久
義
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賛否一覧表

※　「賛」⇒賛成した議員、「反」⇒反対した議員、「－」⇒議長のため表決に加わらない

討
　
論

議
会
報
告
会
を
中
止

新
型
コ
ロ
ナ
の
収
束
見
通
せ
ず

令和２年度

意見書

「指定廃棄物の最終処分等に関する調査特別委員会」
は、次のように調査結果を議長に報告しました。

汚染稲わら・指定廃
今後も調査が必要



くりはら市議会だより　第６８号
令和３年４月１６日発行

16

発
行：栗

原
市
議
会

編
集：栗

原
市
議
会
広
報
編
集
調
査
特
別
委
員
会

Tel(0228)22-1170　
Fax(0228)22-0314

栗
原
市
議
会
Eメ
ー
ル
 gikai@

kuriharacity.jp
〒
987-2293 宮

城
県
栗
原
市
築
館
薬
師
一
丁
目
7番
1号

栗
原
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス
 https://w

w
w
.kuriharacity.jp

市
議
会
だ
よ
り 医

療
・
介
護
従
事
者
に

　
　
　
　

感
謝
と
支
援
を

安
心
し
て
暮
ら
せ
る

　
　
　
　
　
　

栗
原
に

渡
わた

邊
な べ

　淳
じゅん

子
こ

さん
（金成）

髙
た か

橋
は し

　義
よ し

典
の り

さん
（鶯沢）

　

高
齢
化
や
少
子
化
が
進
ん
で
い
る
現
在
、
高
齢

者
の
１
人
暮
ら
し
や
老
老
介
護
を
身
近
に
感
じ
、

子
供
た
ち
の
元
気
な
声
や
遊
び
ま
わ
る
姿
を
見
か

け
な
く
な
り
、
ご
近
所
付
き
合
い
も
減
り
、
何
か

さ
み
し
い
世
の
中
に
な
っ
た
よ
う
に
思
う
の
は
私

だ
け
で
し
ょ
う
か
。

　

そ
の
反
面
、
新
規
事
業
を
起
こ
し
て
頑
張
っ
て

い
る
若
い
方
々
も
い
る
事
に
う
れ
し
い
限
り
で
す
。

　

子
ど
も
か
ら
若
者
、
高
齢
者
、
そ
し
て
障
害
を

持
っ
て
も
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
栗
原
。

　

こ
れ
か
ら
を
担
う
世
代
に
耳
を
傾
け
、
高
齢
者

や
障
害
者
に
目
を
向
け
て
い
た
だ
き
た
い
で
す
。

　

今
後
一
層
、
地
域
全
体
に
活
気
が
あ
り
、
福
祉

の
充
実
し
た
栗
原
、
魅
力
の
あ
る
栗
原
を
期
待
し

ま
す
。

　

昨
年
か
ら
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大

に
よ
り
、
私
た
ち
の
日
常
生
活
は
一
変
し
て
し
ま

い
ま
し
た
。
会
合
や
イ
ベ
ン
ト
は
延
期
や
中
止
が

相
次
ぎ
、
旅
行
や
飲
食
の
機
会
も
激
減
し
ま
し
た
。

３
密
回
避
の
自
粛
生
活
は
実
に
不
自
由
で
す
。

　

医
療
や
介
護
の
現
場
で
は
、
ウ
イ
ル
ス
対
策
で

相
当
な
神
経
を
使
わ
れ
て
い
る
と
聞
き
ま
す
。
私

た
ち
市
民
の
命
を
守
っ
て
く
だ
さ
っ
て
い
る
皆
さ

ん
に
本
当
に
感
謝
で
す
。
な
の
に
、
医
療
従
事
者

に
対
す
る
心
な
い
誹
謗
中
傷
が
あ
る
と
聞
き
ま
す
。

諸
事
情
で
離
職
せ
ざ
る
を
得
な
い
方
が
い
る
と
も

聞
き
ま
す
。
今
、
医
療
・
介
護
従
事
者
の
皆
さ
ん

に
対
す
る
支
援
が
必
要
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

本
市
の
高
齢
化
が
一
層
進
む
中
で
、
医
療
・
介
護

職
を
目
指
そ
う
と
す
る
使
命
感
を
持
っ
た
方
々
の

意
思
を
こ
と
さ
ら
大
切
に
す
る
た
め
に
も
。

　

近
年
に
無
か
っ
た
大
雪
も
、

跡
形
も
な
く
解
け
、
も
う
桜
の

便
り
も
聞
か
れ
、
着
実
に
季
節

が
移
り
変
わ
っ
て
い
ま
す
。

　

コ
ロ
ナ
禍
で
市
民
と
の
意
見

交
換
の
場
「
議
会
報
告
会
」
は

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
収

束
し
な
い
中
、
中
止
に
せ
ざ
る

を
得
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

一
方
、「
く
り
は
ら
市
議
会

だ
よ
り
」
は
、
議
会
の
様
子
を

分
か
り
や
す
く
伝
え
る
た
め
、

編
集
委
員
一
丸
と
な
り
発
行
に

努
力
を
し
て
き
ま
し
た
。
現
在

の
編
集
委
員
で
の
発
行
は
最
後

に
な
り
ま
す
。
ご
愛
読
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　

佐
藤　

文
男

発
行
責
任
者

議　
　

長　

佐　

藤　

久　

義

広
報
編
集
調
査
特
別
委
員
会

委
員
長　

三　

塚　
　
　

東

副
委
員
長　

髙　

橋　
　
　

将

委　
　

員　

澤　

邉　

幸　

浩

委　
　

員　

佐　

藤　

範　

男

委　
　

員　

五
十
嵐　
　
　

勇

委　
　

員　

石　

川　

正　

運

委　
　

員　

佐　

藤　
　
　

悟

委　
　

員　

佐　

藤　

文　

男

委　
　

員　

佐
々
木　

嘉　

郎


